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（要旨） 2021年現在、日本各地でいわゆる地域芸術祭といわれるアートフェスティ

バルが盛んに行われている。大規模なものでも2020年には9箇所、2021年には7箇所

で開催されている。小規模なものを入れるとその数は100を超えるとも言われる1。

一般的に2000年の「大地の芸術祭 越後妻有アートトリエンナーレ」をその起原とす

ることが多い地域芸術祭であるが、それから20年が経ち、その是非についても語ら

れるようになってきた。本考察では地域芸術祭の起源と隆盛を俯瞰し、学生への教

育活動と地域復興の関係のありかたについての可能性を研究する。 
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１．はじめに 

 

 地域芸術祭やアートフェスティバル、アートプ

ロジェクトとよばれる活動が日本各地で多数開催

されるようになっている。アートフェスティバル

とは、熊倉純子による定義である「現代美術を中

心に、1990年代以降日本各地で展開されている共

創的芸術活動であり、作品展示にととどまらず、

同時代の社会の中に入りこんで、個別の社会的事

象と関わりながら展開される。既存の回路とは異

なる接続/接触のきっかけとなることで、新たな

芸術的/社会的文脈を創出する活動」2するものと

する。 

 次に2021年に行われた大規模なものを簡潔にま

とめ、概要を見ていきたい。その後に、それらを

参考にして小規模ながらも行った南三陸映画祭を

まとめていく。その活動から学生教育と地域芸術

祭の関係の可能性を探っていく。 

 

 
1 小泉元宏：地域社会に「アートプロジェクト」は必要か? ―

接触領域としての地域型アートプロジェクト―、地域学論

集 鳥取大学地域学部紀要9（2）、pp.77-93、2012年 
2 『アートプロジェクト——芸術と共創する社会』 

２．2021年におこなわれた地域芸術祭 

 

（１） 房総里山芸術祭 いちはらアート×ミックス2020+ 

千葉県市原市で2021年11月19日から12月26日に

かけて開催された。2014年に第１回を行い、2017

年、2020年とトリエンナーレ形式で開催。2020年

は新型コロナウィルス感染症の感染拡大を防止す

るために１年延期して開催企画されたが、2020+

とし2021年に開催をしている。 

ディレクターに北川フラムを起用。開催の目

的は「アートの力を最大限に活用し、本市の歴史

や文化、里山などの地域資源とアートの関係性を

紡ぎながら、地域の魅力向上や、交流から定住に

よる地域活性化、市民の地域への愛着と誇りの創

生など、好循環を創出することにより、SDGs の

理念にも通ずるアートを活用した持続可能なまち

づくりを推進すべく実施するもの」としている｡3 

参加アーティストは17の国と地域から70組に及

び、市原市を南北に走る小湊鐵道を中心に、五井

熊倉純子（監修）、菊地拓児・長津結一郎（編集）水曜社 

2014年 
3 房総里山芸術祭 ICHIHARA ART ×MIX 2020+基本計画

書 



エリア、牛久エリア、高滝エリア、平三エリア、

里見エリア、月崎・田淵エリア、月出エリア、白

鳥エリア、養老渓谷エリアの９つの地域に渡り展

開された。 

鉄道を中心にしていることからも、17駅すべて

の駅舎にアーティストによる作品展示が行われて

いるのも特徴である。また宿場町で栄えた牛久エ

リアでは、店や街の歴史を感じさせる中崎透の作

品「Clothing Fills in the Sky」や、平三エリア

ではマリア・ネポムセノによる「知るは海」は、

2016年に並行した旧平三小学校の校舎内におい

て、リオデジャネイロに住む子どもたちの絵や音

を素材にして制作したインスタレーション作品で

ある。日本と地球の反対側にある子どもたちの絵

が、日本の廃校で展示されている点が興味深いも

のとなっている。また、白鳥エリアではフォトグ

ラファーの石田真澄による「yellow」作品があっ

た。これは作家がひとりで市原市を歩き、撮影し

た写真を作品化して展示したものとなっている。 

 

（２） 北九州未来創造芸術祭 ART for SDGs 

福岡県北九州市で2021年4月29日から5月9にか

けて開催された。2021年が初回である。 

ディレクターに南條史生を起用。開催目的は

その名にもあるように、「歴史的、地理的にもア

ジアの玄関口として発展してきた北九州市におい

て新たなまちづくりのスタートを迎えるにあたっ

て、グローバルな課題である「SDGs」を先進的に

取り組む」4としている。 

参加アーティストは日本を中心にした全29組。

会場はスペースワールド駅前改札広場、東田第一

高炉跡、北九州イノベーションギャラリー、北九

州市立いのちのたび博物館、北九州市環境ミュー

ジアム、東田大通公園、北九州市立美術館の7エ

リアよりなる。 

特徴的な作品として、団塚栄喜による

「Medical Herbman Café Project」がある。これ

はその土地の薬草で人形のハーブ畑（メディカル

ハーブマン）をつくる作品であった。そしてそこ

 
4 北九州未来創造芸術祭 ART for SDGs ウェブサイト 概要ペ

ージ https://art-sdgs.jp/about/（2021年2月17日閲覧） 

で取れたハーブでつくるハーブティを提供するカ

フェを運営し、その収益で次の場所でハーブマン

を制作していく。一つの作品の中で循環するプロ

ジェクト型の作品でもある。 

また、スペースワールド駅前改札広場ではチ

ェ・ジョンファによる「Gardening」作品があ

る。巨大化されたカラフルな野菜と果物のバルー

ン作品であるが、常に新鮮な空気が送り込まれ揺

れ動くその作品は、ダイレクトに土地、空気、野

菜という自然の恵みを表現しており、SDGs を想

起させるものとなっている。 

 

（３） 北アルプス国際芸術祭2020-2021 

長野県大町市で８月21日〜10月３日（パフォー

マンス期間）、10月２日から11月21日（アート期

間）で開催された。2017年に第１回を行い、今回

が２回目となる。 

総合ディレクターに北川フラムを起用。 

開催目的は「アートのもつ働きによって住民

が地域の魅力を再認識し、そして多様な人々が協

働し集うことで、住民が元気で魅力的な地域にな

る契機となることを目指す」5こととし、参加アー

ティストは14の国と地域から26組のアーティスト

が参加した。 

会場は市街地エリア、ダムエリア、源流エリ

ア、仁科三湖エリア、東山エリアの5エリア。 

仁科三湖エリアのマーリア・ヴィルッカラに

よる「何が起こって 何が起こるか」は、自身で

湖に流された寺院の鐘の音が今でも聞こえるとい

う伝説と、江戸時代に海陸の物資を運ぶために作

られた塩の道の歴史を合わせて、未来と過去を交

差させた作品が制作された。 

 

（４） 東京ビエンナーレ 2020/2021 

東京都千代田区、中央区、文京区、台東区を

中心に2021年７月10日から９月５日にかけて開

催。 

総合ディレクターに中村政人と小池一子。 

開催目的は『「アート×コミュニティ×産業」を

5 北アルプス芸術祭2020基本計画書 



キーワードに、地域の人々とともに、「HISTORY & 

FUTURE」 「EDUCATION」 「WELL-BEING」 「RESILIENCY」

を活動コンセプトとして、私たちの文化を、私た

ちの場所でつくっていくこと』6と設定して、国内

外の64組のアーティストたちが参加。 

神田・湯島・上野・蔵前エリア、大丸有・日

本橋・京橋・銀座エリア、本郷・水道橋・神保町

エリア、番町・麹町エリア、谷根千・日暮里エリ

アの５エリアを中心にその他のエリアでも展開さ

れた。 

チェン・ティンティンの作品「アイランド」、

「ペニンシュラ」、「アンダーグラウンド」は鑑

賞者のスマートフォンに専用アプリをダウンロー

ドする。そして指定された地点から歩きはじめる

ことでスマートフォンから過去の人々が呼びかけ

てくる。現在自分がいるその現場を再認識させる

作品となっていた。 

 

（５） 奥能登国際芸術祭2020＋ 

石川県珠洲市全域で2021年９月４日から11月５

日にかけて開催。 

総合ディレクターに北川フラムを起用。2017年

に第１回を開催し、今回が２回目となる。 

活動目的を『珠洲市は「祭とヨバレ（食）」に

象徴される「忘れられた日本」が現存する過疎高

齢の「さいはての地」である。地方創生の切り札

として、北川フラム氏を総合ディレクターに迎

え、2017年秋に奥能登国際芸術祭を初開催し

た。』7とし、16の国と地域から53組のアーティス

トが参加。 

大谷エリア、日置エリア、三崎エリア、蛸島

エリア、正院エリア、直エリア、上戸エリア、宝

立エリア、若山エリアの10エリアからなる。 

大谷エリアの何条嘉毅の「余光の海」は現地

のさまざまな素材を使いインスタレーションとし

ている。会場中央部には珠洲のち層から掘り出し

た砂を敷き、木造船や古いピアノなどを据え、そ

れに映像を投射する。時代が経つにつれて埋もれ

ていく物の記憶を再度新たに提示している。 

 
6 東京ビエンナーレ2020/2021ウェブサイト 開催概要ページ

https://tb2020.jp/about/（2021年2月17日閲覧） 
7 奥能登国際芸術祭2017成果報告アーカイブ 

（６） 六甲ミーツ・アート 芸術散歩』2021年  

兵庫県の六甲山を中心に2021年９月11日から11

月23日にかけて開催された。 

目的として「現代アートの魅力と共に、六甲

山をより多くのみなさまに知っていただくことを

目指す」8とし、国内のアーティストを中心として

34組のアーティストが参加。 

六甲山上に12会場を有し、サテライト会場とし

て有馬温泉エリア、JR 三ノ宮駅前の特別展示か

らなる。 

明和電機や束芋といった兵庫出身の作家の参

加が2021年の特徴でもある。2010年から毎年開催

され2021年で12回目の開催となる 

風の教会の空間内で天井に映像を投影した束

芋の作品は、風の教会から受けた作家の感覚や感

情の動きをアニメーション化した作品であり、風

の教会の空間がまるごと取り込まれているインス

タレーション作品となっている。 

 

３．地域芸術祭の歴史と問題 

 

前章ではざっと2021年に行われてきた代表的な

地域芸術祭をみてきた。ここから言えるのが、ど

の芸術祭においても地域の活性化を第一の目的と

して開催していることが見受けられる。確かに、

現在各地に広まっている地域芸術祭のムーブメン

トは、その成功例を2000年に行われた「大地の芸

術祭 越後妻有アートトリエンナーレ」によると

ころが多い。簡潔にこのムーブメントの歴史をま

とめてみると、以下のようになる。 

1987年のセゾン文化財団、1989年のアサヒビー

ル芸術文化財団の設立を中心に、バブル経済の中

で富を抱えた企業は、その広告戦略のひとつとし

て芸術支援活動を始めた。その後それらの活動は

1990年の社団法人企業メセナ協議会の発足につな

がっていく。メセナ活動はバブル経済の崩壊とと

もに停滞していったが、その後、企業にとって変

わり芸術支援の担い手となったのが地方自治体で

あった。それは1999年から2010年にかけて行われ

8 六甲ミーツ・アート芸術散歩2021ウェブサイト 開催概要ペー

ジ https://www.rokkosan.com/art2021/about/（2021年2月18日

閲覧） 



た、いわゆる平成の大合併によって誕生した合併

市町村による地方経済の停滞や公共投資の減少に

対処する狙いもあった。バブル崩壊後の失われた

30年と言われるように、道路や建物の公共インフ

ラへの投資が厳しくなる状況において、インフラ

投資よりも低制作費で実施できる投資としてアー

トが利用された9。 

2000年に第一回が開催された「大地の芸術祭 

越後妻有アートトリエンナーレ」は、事業規模と

して現物協賛を含めて約６億５千万円とされてい

る。そしてその経済波及効果について、民間の研

究所の推計調査では来訪者の消費支出は約17億円

と算出されている10。この「大地の芸術祭 越後妻

有アートトリエンナーレ」の成功は、その後日本

各地の地方自治体の参考となったことは想像に難

くない。 

このようにして、地域芸術祭はその始まりか

ら地域の再活性化を目的として開催された。そし

て地域芸術祭は公的事業費が多く入ることから

も、町おこし事業として成功するための開催につ

いては、構成するアート作品についての批評性と

いうのは希薄になりがちである。また、地域芸術

祭のアート作品の特徴として、アートプロジェク

ト型の作品が多くなることも一つの傾向であろ

う。 

アートプロジェクトとは現代美術用語辞典に

よれば「作品そのものより制作のプロセスを重視

したり、美術館やギャラリーから外に出て社会的

な文脈でアートを捉えたり、アートを媒介に地域

を活性化させようとする取り組みなどを指す。」11

とされている。近年言説される「関係性の美学」

という言葉及び概念がそれに近い。「関係性の美

学」はパリの現代芸術センター「パレ・ド・トー

キョー（Palais de Tokyo）」の共同設立者の一人

で、キュレーターのニコラ・ブリオが1998年に発

 
9 アートと地方の危険な関係〜「アートフェス」はいつまで続く

のか?ウェブサイト https://gendai.ismedia.jp/articles/-/49691

（2021年2月19日閲覧） 
10 越後妻有アートトリエンナーレ2000 大地の芸術祭・総括報

告書 
11  現代美術用語辞典  アート・プロジェクトページ、

https://artscape.jp/artword/index.php/アート・プロジェクト 

表した著書である。小泉元宏によればそれは「従

来のアート作品と鑑賞者間でのコミュニケーショ

ンという二項対立的な関係性を超えて、アーティ

ストを含む、多くの人々のあいだで相互に交わさ

れる何らかのコミュニケーション行為や、結ばれ

る関係性に関心を抱くアートが隆盛していること

を示した」ものであり、「それら間主観的な新し

い形態の芸術形式は、参加型、体験型、あるいは

協働の態度によって特徴付けられる。」12というこ

とになる。その新たな芸術形式をブリオは「関係

性の美学」と呼んだ。 

地域復興のために、アーティストと現地の住

民や観光客との間で協働を行うことはより効果的

に作用する。元々がそのような性質を持っている

ことから、作品がアートプロジェクト化すること

は親和性が高いと言える。そのように、公共事業

としての側面と、実行される方法論とが結びつ

き、また効果としての結果が金銭的にわかりやす

く出てしまうことによって批評がしにくくなって

いる現状があるだろう。 

しかし批評の不在でアートの存在は致命的に

なる。ここで、2014年に文芸評論家の藤田直哉が

発表した「前衛のゾンビたち-地域アートの諸問

題」でその問題点の指摘を提示する。藤田は「地

域アート」を「ある地域名を冠した美術のイベン

ト」と再定義し、「現代アート」から発生した新

しい芸術のジャンルとした13。そして椎原伸博に

よれば『「地域活性化」に奉仕し、閉じていく現

状に不審を抱き、「芸術が芸術という固有の領域

であることによって期待されていた、現世を超え

たある種の力を失うこと」（藤田編2016年：41

頁）を危惧する』とした。 

また、2015年に東京大学の北田暁大と千葉大学

の神野真吾を共同代表として組織化された「社会

の芸術フォーラム」では、その設立趣意を次のよ

2022年2月21日閲覧） 
12 小泉元宏：地域社会に「アートプロジェクト」は必要か? ―接

触領域としての地域型アートプロジェクト―、地域学論集 鳥取

大学地域学部紀要9（2）、pp.77-93、2012年 
13 藤田直哉、前衛のゾンビたち-地域アートの諸問題、すばる

36、2014年 



うに書いている。 

    

地域系アートは地域社会のあり方を、アー

トを通して、アートにおいて問い返してい

く試みであり、また、「社会」との接触にお

いてアート自身が変容を迫られる、そうし

た再帰的な実践であるといえます。（中略）

アートによって社会の日常に異和をもたら

し、日常そのもののあり方を問い返してい

くとともに、アートそれ自体が社会との関

係を「アートであるがゆえに可能である」

という自律性を踏まえながら捉え返してい

く契機。そうしたものが、地域系アート、

あるいは特定の地域を舞台としたリレーシ

ョナル・アートの眼目であると考えます。 

 

以上のように地域芸術祭は地域への有効性を

考えながらも、アートを手段とせずに、アートの

自律性を担保することが必要となってくる。自律

したアートによって作品がその地域芸術祭におい

てより効果が発揮されることが大切である。 

 

４．南三陸映画祭と学生活動 

 

南三陸映画祭の開催にあたり、開催までの経

緯についてまとめる。その後、具体的な学生の活

動や指導についてまとめ、実際に現地で行ったこ

とを報告する。 

 

（１） 開催経緯 

南三陸映画祭は2016年に行われた。その経緯に

2011年の東日本大震災がある。この震災の復興支

援として、大正大学は震災直後から現地へ行き活

動を行っていった。主には東北再生「私大ネット

36」と「南三陸学びの宿 いりやど」の二つの企

画を柱に東北の復興支援を行ってきた。それに加

え、筆者が当時に所属していた表現文化学科も毎

年「南三陸プロジェクト」として有志学生を募

り、教員とともに現地へ行き、現地のフィールド

ワークを行った上で様々な復興支援活動を行って

いった。2011年の震災直後は、救援物資の仕分け

や、仮設の避難所へ物資や花を届けるなどの活動

を実行した。２年目からはそれらの活動に加えて

「南三陸学びの宿 いりやど」の近くにある神社

の境内において宵祭りを行い、現地の方々と交流

する催し物などを行った。 

そのような活動が５年も経つと、行政による

町の復興などは随分と進んでいき、救援物資の仕

分けのような直接的な支援は無くなった。それに

より、表現文化学科が行う活動をより学びの専門

性を活かしたものへシフトしていくこととなっ

た。具体的には宵祭りによる近隣への文化として

の地域復興支援の強化を行うこととした。そこで

筆者の担当する３、４年生のゼミ生を中心に、そ

の他有志の学生により、また普段の学びを十分に

活かすことを主に、南三陸で映画を制作し映画祭

として宵祭りを企画した。 

 

（２） 準備学習 

次に、南三陸映画祭を開催するまでの事前学

習についてまとめていく。 

地域を復興支援する活動としての成功例とし

て「大地の芸術祭 越後妻有アートトリエンナー

レ」を取り上げ、ゼミ内で講義を行った。そして

ゼミ生のより団結を図ることも目的とし、夏季休

校期間に越後妻有アートトリエンナーレ会場への

ゼミ旅行を計画し開催した。そのゼミ旅行では、

事前に行った講義を踏まえ、学生自身に見学ルー

トを設定させた。なお、実施した年はトリエンナ

ーレの開催年ではなかったため、開催年ほどの盛

り上がりを体験することは出来ないが、常設とな

っている施設や作品を体験することができるた

め、そこを中心に回るよう指導を行った。また越

後妻有アートトリエンナーレの会場は760km2にも

渡るため、それらを回るルートの設定から集客に

ついての演出についても認識させた。 

学生はまず情報収集をしやすい十日町市の

「越後妻有里山現代美術館キナーレ」を集合場所

にし、その美術館の作品を鑑賞することとした。

その後、キナーレに併設されたインフォメーショ

ンセンターからより詳細の情報を入手しながら、

事前に計画したルートを確認し作品を回ることを

実施した。 

ルートとしては、キナーレを出発後、松代エ



リアへ移動し美術館と郷土資料館を併せた施設の

「まつだい農舞台」、日本大学芸術学部彫刻コー

スの有志が制作した「脱皮する家」を鑑賞した。

「脱皮する家」は同じ大学生が制作したというこ

とから、それぞれの学びの特性をどう活かすこと

ができるかということの気づきを狙った。その後

松之山エリアへ行きクリスチャン・ボルタンスキ

ーの「最後の教室」を鑑賞した。「最後の教室」

は廃校を利用した作品であるため、学生に元々の

空間としての意味と異なる空間へ変容することの

認識をさせることができた。 

その後、マリーナ・アブラモヴィッチの「夢

の家」などを見学した。その他にも目的としてい

る作品へ移動する際も突然出会う作品に学生は驚

きながらも、それを楽しみながら時間が許す限り

回っていった。宿泊も作品の中に泊まれる宿を選

び、その夜は作品を見て回った感想などを話しな

がら就寝となった。 

翌日もまた学生によるルートで回り、川西エ

リアのジェームズ・タレルの「光の館」、中里エ

リアのカサグランデ&リンターラ建築事務所の

「ポチョムキン」、内海昭子の「たくさんの失わ

れた窓のために」などを見学した。ここでゼミ旅

行の第一弾は終了とし、２人を残し解散した。残

る２人はその後にゼミ旅行第二弾として新潟県佐

渡ヶ島の「岩首竹あかりの集い」へ移動をした。 

「岩首竹あかりの集い」は2021年に15回を迎

え、岩首地区を訪れる学生たちと地域住民が協働

して行うイベントである。岩首地区も少子高齢化

している地域であり、管理が十分に行えない竹林

の問題があった。その竹林の伐採、整理を、訪れ

た学生が地域住民とともに行い、伐採した竹とろ

うそくを使って灯籠を作り、岩首談義所の周辺に

設置する。そして点灯式の当日にはミュージシャ

ンによるライブ演奏や現地の太鼓の演奏などを行

うお祭りとしている。この活動に学生が参加し、

竹林の整備について、またその加工方法、そして

現地の人々との協働作業やコミュニケーションを

体験することができた。また、イベント当日に向

けて設営準備について、またイベントの遂行につ

いても体験することができた。 

 

（３） 実習作業 

学生はそれらの経験を踏まえ、南三陸映画祭

の企画運営に入っていった。参加学生は表現学部

の2年生から４年生までの11人。教員は筆者と後

日合流する教員の２名。技術サポートして大学の

映像スタジオの管理者１名、そして現地の「南三

陸学びの宿 いりやど」の大学スタッフが担当し

た。期間は2016年９月12日から17日に現地に滞在

し、16日に映画祭を行った。以下、現地での詳細

を記し、その成果をまとめていく。 

ａ）一日目 

午前８時に大学を出発し、約５時間半かけて

バスで南三陸に到着する。到着後は現地の大学職

員が添乗し、そのままバスで南三陸の防災庁舎

跡、戸倉中学校跡といった被災した現地を視察し

た。震災当時にテレビニュースで何度も見た津波

の様子を、骨組みになった防災庁舎や、波の痕跡

が残った戸倉中学校跡を見たことは、現実的な認

識となった。その後、南三陸図書館へ行き、過去

の南三陸、震災情報収集を行った。また、滞在場

所となる「南三陸学びの宿 いりやど」（以下、い

りやどと称す）へ移動し、震災についてまとめら

れた DVD上映を行った。これらのフィールドワー

クを踏まえ、３人一組（ひと班は学生２人プラス

スタジオ管理者）で４班をつくり、各班が15分程

度の映像作品を制作することとした。 

初日から各班で打ち合わせを開始し、南三陸

のどこで、どのような作品を制作するかを話し合

い、またどのような情報をよりフィールドワーク

をする必要があるかを認識させた。教員は班ごと

に何度も作品案を教員に相談し、企画会議を重ねた。 

ｂ）二日目 

この日から毎朝定例のミーティングを行うこ

ととし、昨日の作業内容の報告、そしてそこから

本日の活動計画を報告させることとした。その

後、より企画を詰めるために各班それぞれがフィ

ールドワークを行った。現地の移動は、いりやど

から借用した車を教員が運転し、学生を必要場所

へ送り迎えを行った。そのため４班それぞれの希

望をまとめ、効率的にその移動を組むこともそれ

ぞれの班で調整することとなったため、無駄のな

い時間の使い方、映像制作で言う「香盤」の組み



方をより学ばせることができた。 

１班は企画会議をいりやどで行い、映画祭の

会場となる八幡神社の下見を行い、そのまま撮影

をスタートさせた。２班は漁港へ行き、撮影場所

を探すロケーション・ハンティング（以下、ロケ

ハンと称す）を行った。３班は一日中いりやどに

て企画会議を行い、作品の企画案をより強固に詰

めていった。４班は南三陸図書館へ再度行き、南

三陸にあるモアイ像についての調査を行った。 

夕食後は我々が宵祭りを行った後に八幡神社

で行われる例大祭の練習を見学しに回った。例大

祭では地元の伝統となっているお囃子や太鼓そし

て獅子舞があり、各公民館などで老若男女集まっ

て行われている練習を見学することができた。ま

たその記録映像などを撮影することもでき、現地

の方々とコミュニケーションを取ることで現地の

理解をより深めることができた。 

ｃ）三日目 

この日から、現地の人々へ向けた映画製作ワ

ークショップを開催した。映画の作り方を講義

し、企画を立て、撮影テストを行うことなどを当

初は企画していた。しかし参加者が主に小学校帰

りの子どもたちであったことから、講義をしても

効果がないということが判明。子どもたちとコミ

ュニケーションを取ることを中心とし、撮影の体

験を行うワークショップに変更することで、その

まま学生の映像作品に出演するという形をで実行

していった。 

１班は先日と同様に八幡神社へ行き、ワーク

ショップに参加した小学生2名を出演させる作品

とし、撮影を行った。初めて演技をする小学生

は、最初は戸惑いながらも、次第に学生に心を開

いていき、演技に対応していくようになっていっ

た。学生にとっても、どのように話をし、興味を

持ってもらうことで子どもたちが動くかというこ

とを学ぶことができた。この様子を朝日新聞の記

者に取材されて、映画祭当日の朝刊に掲載される

こととなった。 

２班は物語のある映画ではなく、映像詩の形

式で企画を固めていった。いりやど周辺の東屋や

田んぼへ行き、晴天の中に青色の傘をさした白髪

のかつらを被った登場人物が歩き回るという撮影

を行った。その映像で南三陸の日常にはない世界

感を作り上げることができた。その結果、現地の

方々から多数声がけをしていただくことができ、

現地の情報提供や撮影の協力をしていただくこと

ができた。 

３班はいりやど近辺で撮影を行い、物語の大

筋を撮影することができた。その後、復興のシン

ボルともなっていた南三陸さんさん商店街へ移動

し、撮影を行った。海岸では映像作品のキーとな

る親子が語り合うシーンなども天気に恵まれ撮影

に成功することができた。 

４班は初日にフィールドワークを行った戸倉

中学校跡でロケを行った。図書館で得た南三陸の

モアイ像についての情報から、モアイ像を契機と

した物語作品が生まれ、その撮影を行うことがで

きた。 

ｄ）四日目 

南三陸映画祭本番前日。教職員は午前中に地

域の方々の協力を得てテントやパイプ椅子などを

借りることができた。また、八幡神社にて地域の

方々が例大祭に向けてしめ縄作りを行うとのこと

で、学生も参加し地域活動に協働することができ

た。2011年から毎年行っている復興支援活動のお

かげか、地域の方々はとても好意的に学生そして

教職員を受け入れてくれた。 

その後、学生は各班に分かれ映像制作に取り

掛かった。１班は引き続き八幡神社にて撮影を行

い、２班は志津川地区の先の堤防まで撮影に行

き、海を背景にした撮影を行った。３班は入谷地

区を中心に撮影を行い、４班はメインの登場人物

となる出演者を求め、現地の小学生への出演交渉

を行った。小学生の撮影に気をつけるポイントと

して、当人の承諾だけでなく保護者の承諾も取る

ことを指導した。また撮影時間にも配慮し、小学

校が終わった後の時間で、遅くならない時間まで

とし、送り迎えや撮影場所等を逐一保護者へ情報

を送り、保護者の不安が無いように対応すること

を心がけた。４班はその丁寧な対応を遂行した結

果、出演者の小学生とも大変上手くコミュニケー

ションができたようで、言われたように演じるだ

けではなく、小学生自らが演出に提案を行うまで

の関係性を築くことができた。 



夕方には希望する班の学生を集めてドローン

の講習会を開催。具体的な操作方法だけでなく、

航空法改正による注意事項等の講義も行った。そ

の後、学生自身が操作を行い、技術習得を行った

が、よりラジコンなどを身近に接していたことな

どもあってか、眼を見張るほどの上達をし、教員

以上の操作スキルを感じさせるほどになった。 

各班とも日中に撮影を行い、夕食後の自由時

間などの夜に編集を行うという体制で制作にあた

り、作品の完成に近づいていった。 

ｅ）五日目 

南三陸映画祭本番当日。毎朝定例のミーティ

ングを行い制作の進捗報告を行っていたが、追い

込みということで昨晩は随分と遅くまで編集作業

を行っていた学生が多かった。健康面の安全も配

慮させたが、少数精鋭の学生の気迫を感じた。こ

の日は最初に、お借りしたテントやパイプ椅子、

そして持参した音響システム（以下、PA と称

す）等の現地セッティングを教職員も一緒に行っ

た。PA 等の設営技術などは大学で授業化してお

いたため、学生たちは今まで学んだスキルを活か

し、自主的に設営することができた。 

夕方からは司会の登壇、ライトのタイミング

等も入れて本番と同様にリハーサルを行った。ま

た、今回の映画祭は宵祭りでもあることから、屋

台の提供メニューを映画館にちなんだホットドッ

グ、ナチョス、タピオカドリンクなどの提供とす

ることを学生が発案し、その調理準備なども行っ

た。飲食を伴うイベントであることから、消防

署、保健所へも学生を連れていき、各種申請を行

った。それにより、16時頃に消防署のかたによる

現地査察の際にも問題なしと判断していただけ、

屋台の承認が受けられることとなった。 

日が暮れた19時に映画祭がいよいよスタート

し、学生が現地の方とともに、現地で制作した15

分の映像作品が4作品上映された。先日、朝日新

聞の取材を受けた記事が、予定通り本番当日の朝

刊に掲載されたことも手伝ってか、50席ほど設け

た観客席もほぼ満席になって開催することができ

た。上映後は映画の制作者と司会役の学生との掛

け合いで制作意図や制作秘話などの話を行い、作

品に対してのより深い理解を来場者に持ってもら

うことができた。 

ｆ）六日目 

南三陸プロジェクト最終日。定例の朝ミーテ

ィングの後、八幡神社へ行き撤収作業を行った。

お借りしたテントやパイプ椅子なども丁寧に拭き

掃除も行い、神社の境内の清掃作業も行った。持

参した機材等の総ての確認も行い、荷物をまとめ

帰路につく準備を行った。最後に、学生には今回

の成果報告を簡潔に文章化させ、本年の南三陸プ

ロジェクトは終了となった。以下、学生の成果報

告を一部抜粋して表記する。 

 

（４） 実習結果アンケート 

ａ） ３年生・女性・プロジェクトリーダー 

今回、南三陸プロジェクトに参加して改めて

映像の力の大きさを感じました。作品をみて笑っ

てくれたり、感動してくれた様子でとてもうれし

かったです。（中略）そしてこの映画祭が地元の

人にとって恒例のイベントになるよう、来年も再

来年も開催したいなと思いました。 

ｂ）３年生・男性・プロジェクトサブリーダー 

短い期間の間で果たしてうまくいくのかとい

う不安や、無理だという思いや、そこから逃げた

しという思いに、ずっと何かしら感じていたと思

います。ですが、案が乗り出した時はとても楽し

い気持ちになり、何よりも上映会で多くのお客さ

んに喜んでもらえた時は、心から素直にやってよ

かったなと思いました。喜んでもらえるだけでこ

んなに報われた気持ちになったのは、生まれては

じめてだったような気がします。このことを感じ

たとき将来自分が仕事をするならば、やってよか

ったと自分が思える仕事をやりたいなと思いまし

た。 

ｃ）３年生・女性 

私は、今回初めて南三陸プロジェクトに参加

しました。（中略）ボランティアが本当に喜ばれ

るのか。いきなり東京の人がやってきて嫌な気持

ちにならないのか。そんなことばかりが頭によぎ

り自ら動き出せませんでした。（中略）この研修

は、震災に向き合うだけでなく、南三陸町の良さ

をたくさん感じることができた研修でもありまし

た。（中略）お祭りの練習風景を見学させていた



だいた時は、「私が漬けた漬物です食べて～」と

言ってくださり、このことが嬉しかったと伝えた

ら、「この町の人はこれが普通よ」と言ってい

て、当たり前にこのようなことが行われていると

いうことがとても素敵なことだと感じました。 

ｄ）３年生・女性 

ワークショップの告知は突然になってしまっ

たが、子供達の参加率はよかったと感じた。特に

私の班は偶然帰り道の方向が同じだった女の子と

出会え、良好な関係を作ることができたので、撮

影もスムーズに行うことができた。子どもたちの

モチベーションを上げるのは難しく思ったが、慕

ってもらえて、当日の上映にも来てくれたことが

嬉しかった。私は南三陸に来る機会が他の学生よ

り多い。そのため、いりやどの使い方をみんなに

説明したり、いりやどの職員さんへの対応や依

頼、フライヤー配布の手配など、細々と回りを見

て動くことができたと思う。 

ｅ）3年生・女性 

研修を通して、私が学べたのが長編映画作成

のやり方だ。ここまで長い作品を撮ったことがな

く、どうすればいいのかやり方も分からない状態

だったが、映像経験が豊富な先輩が内容を決めて

くれたことで、どうやって15分の映像を飽きさせ

ないで見せるかを知ることができてとても為にな

った。また、想定通りに進まない事も多々あった

ので、その時にどう埋め合わせをするのかも決め

ることができて貴重な体験になった。 

ｆ）３年生・男性 

今回私は企画、脚本、演出、撮影、編集と、

一通りの制作を行った。自分の作りたいものを作

れたのはよかったがセンシティブな問題と、製作

時間の少なさに苦労した。 

ｇ）３年生・男性 

今回の研修は私にとって初めて自由に自分の

撮りたいものを撮れた研修だったと思います。

（中略）全てが未知であり、撮りたいものが多

い、使いたいアイディアが多い、そしてそれらを

完成させるための自由な時間が大量にあるという

素晴らしい条件下で作品を作ることができ、人々

を楽しませ、自分も楽しめた作品が出来ました。

（後略） 

ｈ）２年生・女性 

（前略）私をこの研修に呼んでいただき、本当

にありがとうございました！ 先輩たちと作品を

作って自分に自信がつきました。そして先輩たち

の作品に対しての熱意は見習うべきものだと思い

ました。ここで経験したことを次の作品制作に生

かしていきたいと思います。 

ｉ）２年生・男性 

今回の研修を一言で言い表すと「臨機応変」

だと思う。いつもは、決められた脚本を時間通り

進める作業であったが今回は何も決まってないと

ころから、行き当たりばったりで作品を制作して

いった。とても大変であったが、私はそれがとて

も楽しかった。つまずくたびに、どうしたらいい

のか考え、制作する。先が見えないのがワクワク

しておもしろかった。 

ｊ）４年生・女性 

私は今年で南三陸プロジェクトに参加して３

年目になります。去年、プロジェクトリーダーと

して参加した際、このプロジェクトもそろそろ転

換期を迎えていると実感し、その行く末を心配し

ながら、１年経ってしまいました。今年は参加で

きないだろうと思っていたものが、全く違う形に

なって参加させていただけるということになった

時、内心とても大喜びしておりました。（中略）

最後の年に、自分の本当にやりたいことでこのプ

ロジェクトに参加させていただけたことは感謝し

てもしきれません。卒業してもまた何かの形で南

三陸に関わりたいと思います（中略）南三陸プロ

ジェクトを３年続けて、本当に良かったです。こ

れからもこのプロジェクトがさらに発展していく

ことを願います。 

 

５．まとめ 

 

はじめに地域芸術祭について具体例を挙げ簡

潔にその特徴をまとめた。次に現在、地域芸術祭

が指摘されている点についてまとめた。そして地

域芸術祭を学ぶことで、新たな復興支援と表現教

育の可能性を考え実践していった。最後にその結

果として得られたもの、またこれからの改善点に

ついてまとめていく。 



南三陸映画祭の開催によって、学生の文化に

よる地域復興という目的は、学生自身の学びの深

化と実践において効果的に行うことができた。た

だし、実施した教員としての反省点、改善点とし

ては実行する人数と日数の少なさがあった。この

期間の中で制作、ワークショップ、イベント設営

そして実施という内容は少々過密であった。これ

は今までの復興支援活動と同じ期間の設定であっ

たためである。しかし学生はその与えられた条件

の中で思う以上の活動の成果を納めた。そして学

生の成果報告にもいくつか出てきたが、映画祭と

しての活動へ復興支援をシフトチェンジしたこと

が成功したといえる。学生からもまた現地の参加

住民からも翌年以降の継続開催を望む声もあっ

た。しかし翌年から筆者が部署異動してしまった

こともあって、単年度の開催で終了となってしま

った。これは担当者が変わっても引き続き行える

システムを作れなかったことが問題である。 

田島悠史は「小規模地域アートイベントと観

光・地域活性との接合」の中で、イベントの弱点

について以下のように述べている。 

 

イベントの弱点は一過性である。イベント

が終わり、芸術（家）が去ると、まちも人

ももとに戻ってしまうことが少なくない。

しかし、まちに残ったアウトカムは、小さ

な観光資源となり、あるいは、それらを毎

日見つめる地域住民の心を変える刺激剤に

なりうる力を持っている。14 

 

つまり、我々にとっても映画祭の後に継続し

て現地で引き継がれるとして残せる活動があるべ

きであった。例えば、映画制作体験ワークショッ

プにおいて、我々が去ったあとでも引き続き現地

の方々が日々の生活の中で行えるような映画制作

のきっかけを与え、その集大成としての映像作品

を、翌年の映画祭で出品してもらうなどが考えら

れたかもしれない。 

また、タイトな日数の弊害として、各班の企

画への指導時間が短くなったこともある。それに

より、４作品中３作品がいわゆる劇映画の形を取

ることとなってしまった。これは、復興支援活動

であることと、通常の授業と同様に学生の表現力

向上のための教育の一環であることの認識を十分

に指導できなかった結果である。それにより学生

は復興支援活動を重点的に認識し、現地の人に喜

んでもらえるようなものを作ろうという方向へと

流されていってしまった。３章において述べたよ

うに作品の自律性が低く、映画制作が手段になっ

てしまった。劇映画が悪いわけではないが、様々

な映像表現を学び、個が生み出す新たな映像表現

の可能性を筆者の授業は行ってきた。しかしその

ような個が生み出す新たな映像表現ではなく、地

域に阿る表現をすることが地域復興につながるの

だという学生たちの単純な認識を、指摘しても理

解させるところまでには至らなかった。 

継続可能な活動内容やシステムの構築と、自

律した作品による復興支援としての映像制作教

育、この２点を重視した活動にしていく必要があ

る。 

最後に、2021年度に、少し前となる2016年度の

活動をまとめたことについて記す。本来であれば

上記の反省点を活かし、また後年も南三陸映画祭

を行い、その改善したことによる教育的効果をま

とめるとともに文章化したいと考えていた。しか

し2021年度は震災から10年が経ち、「私大ネット

36」等の活動が一段落するということとなった。

これで完全に大正大学と南三陸の関係が終わると

いうことではないが、それによって活動が大きく

変わっていくことが決まった。これにより、南三

陸映画祭の再開は可能性として非常に低くなって

しまった。しかし作品の自律性を謳うのと同じ

く、映画祭自体の自律性も再考し、その活動を根

本から見直した新たな企画として作りあげていく

べきであろう。そのように今後の可能性をさらに

考えていくこととし、一度結びとしておく。 

 

 

 
14 田島悠史：小規模地域アートイベントと観光・地域活性との

接合 [アートプロジェクトとアウトカム部会報告]、環境芸術15.1

（0）,14、2015年 
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